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『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
は
ド
イ
ツ
の
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
○
・
葛
．
出
宮
‐

壁
掴
且
の
原
著
の
第
二
版
（
一
八
三
六
年
）
の
蘭
訳
本
（
一
八
三
八

年
、
天
保
九
年
）
を
緒
方
洪
庵
が
天
保
十
年
か
十
一
年
に
入
手
し
、

直
ち
に
統
訳
を
始
め
て
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）
に
は
一
応

訳
し
終
っ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
名
医
と
評
判
の
あ
っ
た
人
で
あ
り
、
そ
の
畢
生
の
名
著
が
こ

の
よ
う
に
早
く
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
し
か
も
速
や
か
に
訳
さ
れ

た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
の
訳
書
も
当
時
の
蘭
方
医

書
の
出
版
規
制
に
災
さ
れ
て
、
実
際
に
出
版
が
認
め
ら
れ
た
の
は
そ

れ
よ
り
十
五
年
後
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の

経
過
は
緒
方
富
雄
氏
の
著
書
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
安
政
四
年
の
刊
本
に
は
訳
者
の
洪
庵
に
よ
る
凡
例
が
天

保
十
三
年
の
日
附
で
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
は
そ
れ
以
後
に
書

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
初
訳
本
と

刊
本
の
異
同
に
つ
い
て

中
村

昭

き
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
凡
例
に
は
病
名
は
『
病

学
通
論
』
に
よ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
病
学
通
論
』
は
嘉
永
二

年
（
一
八
四
九
年
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
保
十
三
年
の

頃
に
は
洪
庵
は
こ
れ
を
『
原
病
約
論
』
と
い
う
書
名
で
訳
述
を
進
め

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
洪
庵
は
初
め
の
訳
稿
か
ら
病
名
と
凡

例
を
書
き
替
え
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
他
の
面
で
は
ど
う
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

演
者
は
数
年
前
に
古
書
店
か
ら
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
写
本
を
入

手
し
た
が
、
こ
の
凡
例
に
は
『
原
病
約
論
』
の
文
字
が
記
さ
れ
て
お

り
、
又
そ
の
文
章
も
刊
本
と
は
か
な
り
違
う
所
が
あ
る
。
更
に
本
文

を
刊
本
と
比
較
し
て
見
る
と
、
内
容
的
に
は
同
じ
な
の
だ
が
、
文
章

の
構
文
や
用
語
に
お
い
て
相
当
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

つ
ま
り
こ
れ
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
初
訳
本
の
写
本
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
訳
書
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
に
写
本
で
流
布
し
た
と
い
う
こ

と
は
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
刊
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
述
べ
た

論
著
は
見
当
ら
な
い
。

緒
方
富
雄
氏
は
洪
庵
の
師
匠
の
坪
井
信
道
が
『
経
験
遺
訓
』
の
訳

稿
を
見
て
、
文
章
を
練
り
直
す
必
要
が
あ
る
と
手
紙
に
書
い
た
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の
写
本
と
刊
本
を
比
較
す
る
と
出
版
が
十
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五
年
間
遅
滞
し
た
間
に
充
分
改
訳
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

改
訳
に
は
洪
庵
の
義
弟
の
郁
蔵
が
か
な
り
力
を
尽
し
た
ら
し
く
、
初

訳
は
洪
庵
一
人
の
名
前
だ
が
、
刊
本
で
は
郁
蔵
の
名
前
も
記
さ
れ
て

い
る
。

刊
本
と
初
訳
本
の
相
違
を
記
述
す
る
と
、
ま
ず
刊
本
の
凡
例
で
、

「
書
中
ノ
理
論
率
ネ
病
学
二
拠
し
り
、
学
者
宜
シ
ク
病
学
通
論
一
一

就
テ
之
ヲ
考
索
ス
ベ
シ
」

と
い
う
所
は
、
初
訳
本
で
は
、

「
編
中
理
論
率
ネ
原
学
二
拠
ル
ガ
故
一
一
、
学
者
宜
ク
原
病
約
論
一
一

就
テ
之
ヲ
考
索
ス
ベ
シ
」

と
な
っ
て
お
り
、
又
同
じ
く
刊
本
の
凡
例
で

「
書
中
毎
病
編
首
二
徴
候
ヲ
挙
ゲ
、
次
二
原
由
ヲ
論
ジ
、
終
リ
ニ

治
法
ヲ
示
ス
」

と
い
う
所
は
、
初
訳
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
編
中
毎
病
必
先
始
二
着
法
ヲ
挙
テ
、
次
二
原
病
ヲ
掲
ゲ
、
終
ニ

ジ
ア
グ
ノ
シ
ス

治
法
ヲ
示
ス
、
看
法
〈
原
語
実
亜
掘
之
矢
私
（
振
り
仮
名
は
演

パ
ク
ゲ

者
）
、
本
ト
病
ヲ
弁
知
ス
ル
ノ
法
ヲ
云
う
、
原
病
ハ
原
病
論
把
多
傑

ニ
ー

テ
ラ
ピ
ー

尼
論
ノ
起
因
ヲ
推
知
ス
ル
ノ
法
ヲ
云
う
、
治
法
〈
原
語
的
刺
必
、

病
ヲ
治
愈
ス
ル
ノ
法
則
ヲ
云
う
」

本
編
は
刊
本
で
は
二
十
五
巻
、
初
訳
本
で
は
十
五
巻
と
な
っ
て
い

る
が
、
初
訳
本
の
内
容
が
少
な
い
の
で
は
な
く
、
刊
行
に
際
し
て
巻

を
分
け
て
多
く
し
た
の
で
あ
る
。
文
章
や
用
語
は
か
な
り
違
い
が
あ

り
、
初
訳
で
は
正
確
な
訳
を
心
が
け
た
よ
う
だ
が
、
刊
本
で
は
日
本

語
と
し
て
読
承
や
す
い
文
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
又
訳
注
は
刊
本
の

方
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

刊
本
の
訳
注
で
明
ら
か
に
初
訳
以
後
に
つ
け
た
こ
と
が
わ
か
る
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
痘
瘡
の
巻
の
変
痘
の
項
で
、
カ
ン
ス
タ
ッ
ト
氏

の
一
八
四
八
年
版
か
ら
訳
し
た
と
い
う
相
当
長
い
引
用
文
で
あ
る
。

一
八
四
八
年
と
い
え
ば
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）
よ
り
か
な
り

後
で
、
も
ち
ろ
ん
初
訳
本
に
は
こ
の
訳
注
は
な
い
。
一
八
四
八
年
は

『
病
学
通
論
』
が
で
き
上
っ
た
頃
で
あ
る
。
だ
か
ら
想
像
す
れ
ば
、

洪
庵
は
『
病
学
通
論
』
完
成
後
に
義
弟
郁
蔵
の
協
力
を
得
て
、
『
経

験
遺
訓
』
に
つ
い
て
も
う
一
回
練
り
直
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

本
編
の
後
の
薬
方
編
は
大
体
同
じ
だ
が
、
刊
本
で
は
こ
こ
に
出
て

く
る
薬
名
の
う
ち
遠
西
医
方
名
物
考
や
和
蘭
薬
鏡
に
載
っ
て
い
る
薬

品
に
は
、
囿
と
か
園
と
か
注
を
つ
け
て
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
初
訳
本
で
は
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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さ
ら
に
刊
本
で
は
こ
の
後
に
附
録
三
巻
が
あ
り
、
こ
れ
は
補
注
と

し
て
訳
者
が
附
し
た
も
の
だ
が
、
初
訳
本
で
は
こ
れ
が
な
い
。
初
訳

の
段
階
で
は
そ
こ
ま
で
作
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
初
訳
本
は
未
定
稿
の
性
格
を
持
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
と
同
系
統
の
写
本
と
し
て
、
佐
倉
順
天
堂
旧
蔵
本
と
土
肥

慶
蔵
氏
旧
蔵
本
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
。
未
定
稿
の
ま
ま
筆
写
さ

れ
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
診
療
部
）

本
書
は
『
和
蘭
語
尿
検
査
書
』
が
三
瀬
諸
淵
に
よ
り
訳
述
さ
れ
た

筆
写
に
よ
る
和
書
で
、
三
十
二
頁
と
巻
末
に
不
審
と
し
て
二
頁
の
覚

え
書
き
が
付
し
て
あ
る
。
慶
応
大
北
里
記
念
医
学
図
書
館
の
富
士
川

本
の
一
冊
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
を
寺
畑
が
尿
検
査
書
と
し
て
既
に
十
年
前
に
年
代
不
詳
と
し

て
着
目
し
て
い
る
が
（
日
医
史
昭
五
十
二
・
二
十
三
（
二
）
二
二
五
）
、

最
近
我
食
は
共
同
調
査
を
す
す
め
た
。
訳
出
の
時
期
と
原
本
は
不
明

で
あ
り
、
未
刊
行
で
訳
稿
を
ま
と
め
た
程
度
の
も
の
と
ゑ
ら
れ
る
。

内
容
の
化
学
的
記
載
な
ど
、
我
が
国
近
代
医
学
の
臨
床
検
査
受
容
の

濫
膓
と
し
て
意
義
深
い
訳
本
で
あ
り
、
巻
末
の
覚
え
書
き
は
当
時
の

全
く
新
し
い
医
学
検
査
に
と
ま
ど
っ
て
い
る
状
況
も
伝
え
（
ス
ラ
イ

ド
説
明
）
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

冒
頭
に
は
病
床
教
授
１
リ
ー
ラ
ー
検
査
書
と
題
し
て
あ
り
、
次
に

三
瀬
諸
淵
訳
『
命
里
伊
羅
安
検
査
書
』

に
つ
い
て

会
田
恵
・
寺
畑
喜
朔
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